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アンデス文明研究の成果と課題②博物館をめぐって
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「文化資源、文化遺産、世界遺産」

鶴見英成

（総合研究博物館）

クントゥル・ワシ博物館

国立ワヌコ大学博物館

盗掘された南部海岸の遺跡
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前回のミニッツレポート

・遺跡が遺跡として認識されていないこと、

・遺跡は大切であるという認識が共有されていないこと

に驚き

・考古学者のエゴイズムと思われるかも

ハンカオ遺跡
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「神殿更新」

・「式年遷宮みたい」 例えば伊勢神宮は20年周期

・「イニシエーション（通過儀礼）の一環では」

建築のメンテナンスは、関係者総出の年次行事のようなものだ
ったという説がある。

より大きな改変のサイクルは未解明だが、それが解明されると
個人単位の人生との関わりが出せるだろう。

・より小さくなることは？

神殿の定義によるが、例えば（礼拝堂のような）部屋を指すなら
前のものを埋めた上により小さなものを造ることはありえる。

地点を移して新規に造った場合は、最初はたいてい小さい。ほ
どなく機能停止すれば小さい神殿遺跡として残る。
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①オンドン「窪地」：地形から

②アタウデス「棺」：現代の墓地だったから

③ペンディエンテ「傾斜地」「保留」：地形、それと迷い

④デサパレシード「消失」：跡形もないから

⑤モンテグランデ 地名（すでに命名済み）

⑥ラス・ワカス：地名（すでに命名済み）

⑦パンテオン「霊廟」：

とくに大型の墓が

並んでいるから

⑧メガリト（巨石）：大きな

石材が特徴的だから

⑨マルパッソ：地名

遺跡の名前をどうつけたか
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岩絵

・実用性は？

口頭で伝承された情報とあわせて「道しるべ」と言うことは
ありうる。

繰り返し現れる図形は絵文字として情報を伝達したかもし
れない。
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文化資源・文化遺産

・町役場に文化財係を置いて、工事の届けを出させたら

文化庁の支局は県ごとにあり、ワヌコ市にもある。役場と
の連携が取れていない状況が見て取れる。

・ラス・ワカスは移動できなかったのか？

大部分が土砂であり、構造上移動は難しい。ペルー全土
に遺跡は膨大にあり、観光地でないものを救う選択肢は
なかっただろう。

・遺跡の一つにすぎないコトシュの「交差した手」がシンボ
ルとして市民に受け容れられているのは不思議

他に目立った遺跡がない。街に近い。分かりやすい。
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クントゥル・ワシ博物館

国立ワヌコ大学博物館

盗掘された南部海岸の遺跡

・アンデス文明略史

・盗掘

・博物館：収蔵

研究

展示

地域社会

南米ペルーで考古学の研究を進める中で、文
化資源・文化遺産としての考古資料をめぐる
さまざまな課題に直面することとなった。
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アンデス文明略史
インカ以前の社会は文字
による記録がないため、
工芸品が指標になる。

中間期
地域ごとに工芸品の特徴が異なる

ホライズン
類似した工芸品が広く共有される
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アンデス文明略史
インカ以前の社会は文字
による記録がないため、
工芸品が指標になる。

中期ホライズン（ワリ帝国期）

後期中間期

前期中間期

前期ホライズン（「チャビン文化」）

後期ホライズン（インカ帝国期）

中間期
地域ごとに工芸品の特徴が異なる

ホライズン（現象）
類似した工芸品が広く共有される
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後期ホライズン
インカ帝国期
マチュピチュ遺跡

「古代アンデス文明展」
国立科学博物館 TBS 朝日新聞
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インカ帝国期
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後期中間期（地方王国期） 北部海岸 チムー王国
（首都チャンチャン遺跡、世界遺産）
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後期中間期（地方王国期）
北部海岸 チムー王国
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後期中間期（地方王国期）
中央海岸 チャンカイ文化

UMUT

※この画像について許可なく画像の転用を行うことを禁止する
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後期中間期（地方王国期） 北部海岸北部 シカン王国
（中期シカン）

島田(1994)
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中期ホライズン（ワリ帝国期）

INC(1994)
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ワリ帝国期 ワリ遺跡
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ワリ帝国期 クスコ、ピキリャクタ遺跡
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前期中間期（地方発展期）ボリビア ティワナク遺跡（世界遺産）
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前期中間期（地方発展期）
ボリビア 、ティワナク遺跡

ペルー出土の
ティワナク文化の土器
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前期中間期（地方発展期）南部海岸 ナスカ文化（地上絵）
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神殿遺跡 カワチ

前期中間期（地方発展期）南部海岸 ナスカ文化
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前期中間期（地方発展期）
南部海岸 ナスカ文化
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前期中間期（地方発展期）北部海岸
モチェ王国 （月の神殿）
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前期中間期（地方発展期）北部海岸
モチェ王国 （月の神殿）
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前期中間期（地方発展期）北部海岸 モチェ王国
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前期中間期（地方発展期）北部海岸 モチェ王国
シパン王墓
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前期ホライズン（形成期後期）の土器

1994年、東京大学総合研究資料館（現・博物館）
「文明の創造力 古代アンデスの造形美術」展

東京大学古代アンデス文明調査団編(1994)
東京大学古代アンデス文明調査団編『文明の創造力 古代アンデスの造形美術』（1994年）
p41、54-56 鐙形壺（ジャガー、鳥）

※この画像について許可なく画像の転用を行うことを禁止する



形成期中期の土器 「テンブラデーラ出土」

1994年、東京大学総合研究資料館（現・博物館）
「文明の創造力 古代アンデスの造形美術」展

東京大学古代アンデス文明調査団編『文明の創造力 古代アン
デスの造形美術』（1994）
P30 、象形壺（猿と蛇）

東京大学古代アンデス文明調査団編『文明の創造力 古代
アンデスの造形美術』（1994）
p33、人物象形壺

※このページの画像について許可なく画像の転用を行うことを禁止する
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テンブラデーラ村

モスキート平原

アマカス平原

ガジート・シエゴ貯水池

(c)OpenStreetMap contributors

テンブラデーラは
1960年代、形成

期の見事な土器
が多数盗掘され、
「テンブラデーラ様
式土器」という術
語ができた。
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考古学では、遺物がどこからどのように出土するか、詳
細に記録することで情報を集める。

出所のわからないものは、厳密に言えば考古資料では
ない。極端な話、よくできた贋作かもしれない。

しかしアンデス考古学に置いて参照されてきた品々は、
必ずしも正式な発掘調査によって世に出たものばかりで
はない。
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北部海岸 セロ・サパメ遺跡周辺
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モチェ遺跡 ワカ・デル・ソル（太陽の神殿）モチェ王国期
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財宝探しのため
半分以上を破壊

アンデス文明は黄金
製品を特徴とするこ
ともあり、ペルーで
は古来より盗掘がさ
かんであった。

関雄二『アンデスの考古学』（同成社、2010）
P108、図42（topic1982）

この画像については、二次利用・転載
を禁止します



チョンゴヤペ遺跡
最古級の黄金製品

Lothrop 1941スペインから来た征服者
たちは、インカの貴金属
を略奪し、次に地中の貴
金属を探すようになった。

Samuel K. Lothrop 1941 Gold Ornaments of Chavin Style from Chongoyape, Peru, 
American Antiquity 6 (2): 250-262. 
https://www.cambridge.org/core/journals/american-antiquity/article/gold-ornaments-
of-chavin-style-from-chongoyape-peru/94CF25C296C3A46772983F0DBA30E09F
Gold crowns from Chongoyape
Single specimens from paire of  gold ear spools,and a gold headband
＊This figure cannot be reproduced, shared, altered, or exploited commercially in 
any way without the permission of Cambridge University Press, as it is copyrighted 
material and therefore not subject to the allowances permitted by a CC-BY licence.



・監視が行き届いていない
・過去との連続性が意識されていない：
現代ペルー人にとって古代人は「異教徒」

盗掘
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経済的な利益を求めての盗掘はもちろん、カトリックの聖週間
（復活祭直前の一週間）に盗掘にいそしむ習慣や、呪術のため
の呪具を求めるためなど、より象徴性の高い目的による盗掘も
あり、一掃することは難しい。

しかし美術的価値の大きい品々を探す盗掘者は多く、それらこ
そ時代・地域の特徴を強く反映した資料でもある。出土コンテ
クスト不明だからといって、そういった品を切り捨てていたら
アンデス文明の全容解明は期待できない。
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北部山地、クントゥル・ワシ遺跡
東京大学が1988-1998年に、それ以降埼玉大学が調査

クントゥル・ワシ遺跡

博物館

ラ・コンガ村
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東京大学によるクントゥル・ワシ遺跡発掘
1988-2003年

「初めて盗掘者より先に考古学者が黄金を見つけた」

写真 クントゥル・ワシ調査団 写真 義井豊

UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


クントゥル・ワシ遺跡の上

写真 クントゥル・ワシ調査団

UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


クントゥル・
ワシの黄金

十四人面金冠

写真 クントゥル・ワシ調査団
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五面ジャガー金冠

写真 クントゥル・ワシ調査団
UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


双子ジャガー鼻飾り

蛇目・角目ジャガー鼻飾り写真 クントゥル・ワシ調査団
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金製耳輪

写真 クントゥル・ワシ調査団
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クントゥル・ワシ博物館

黄金製品は首都リマで管
理すべきものであったが、
地元クントゥル・ワシ村の
人々は出土品を地元にと
どめることを希望した。

しかしインフラや安全面
が未整備な山村であるた
め困難な課題であった。

調査団は日本での展覧
会を実現し、資金を集め
て1994年にクントゥル・ワ
シ博物館を設立した。
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新たな黄金製品の出土

96年に３基、97年に１基の墓が、黄金を伴って出土。

写真 クントゥル・ワシ調査団
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蛇ジャガー耳飾り
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修復保存・遺跡公園化

2003年、UNESCO/日本信託基金による保存修復
2013年、博物館にJICA青年海外協力隊員1名派遣
2014年 博物館20周年式典および展示リニューアル
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クントゥル・ワシにおいて
土器の接合や
図化を担当。

写真 クントゥル・ワシ調査団
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完成後にはふさがれて
見えなくなる穴
内側からふさいである
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博物館は研究機関である。東京大学総
合研究博物館においても、コレクショ
ンの織物を年代測定するなどの研究利
用をしている。

UMUT
※この画像について許可なく画像の転用を行うことを禁止する



博物館は研究機関である。東京大学総
合研究博物館においても、コレクショ
ンの織物を年代測定するなどの研究利
用をしている。それ以前に講師は、自
身の関心に基づいてペルー内外の博物
館をまわり、研究利用を申請して多く
の資料を閲覧したことがある。
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600kmほど離れた、ほぼ同時代のチャビン・デ・ワンタル遺跡

適度に破損した発掘資料は観察しやすい。
割れ口のないようなもの（盗掘品）は中が見えない。
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Lumbreras, L. G.(1993), "Chavin de Huantar: 
Excavaciones en la Galeria de las Ofrendas"
Materialien zur Allgemainen und Vergleichenden
Archaeologie 51 Mainz am Rhein: P. von Zabern
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遠く離れた遺跡間で、作り方が同じなのか？
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完成後に見えなくなる穴。

遠く離れた遺跡間で作り方
が共有されているのは、

外見の見よう見まねではな
く、マンツーマンで伝えた
と言うこと。

この時代、土器つくりを専
門とする社会階層が現れた
のだろう。

▲コトシュ

ブラジル

コロンビア

エクアドル

ボ
リ
ビ
ア

チリ

0                                         400km

ペルー

▲クントゥル・ワシ

▲チャビン・デ・ワンタル
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クントゥルワシ調査団

Lumbreras, L. G.(1993), "Chavin de Huantar: 
Excavaciones en la Galeria de las Ofrendas"
Materialien zur Allgemainen und 
Vergleichenden Archaeologie 51 Mainz am 
Rhein: P. von Zabern
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鶴見(2016)
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見る目が変わる博物館
の楽しみ方 : 地球・生物
・人類を知る / 矢野興一
[ほか] 編著
ベレ出版2016年
p. 391図9-2-5
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どのような手順で組み合わせるか
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きれいにふくらますため
内部をつつくことも

内側からふさぐ
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チューブにそって
馴らしている

別の
研究者の
解釈
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出口
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モチェ王国の細い鐙
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Ceramics of ancient Peru /
Christopher B. Donnan(1992)
P61,fig104
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モチェ王国期の序盤に
「中央穴」方式はすたれた
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Ceramics of ancient Peru /
Christopher B. Donnan(1992)
P62,fig105
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型（分割型）をつかうと、誰でもそれなりのものを作れる。

チムー王国では
鐙と胴それぞれが型 UMUT

※この画像について許可なく画像の転用を行うことを禁止する

Ceramics of ancient Peru /
Christopher B. Donnan(1992)
P16 ,fig10



型の接合線をならし
最後に底の穴から指1本を抜く

UMUTUMUT

※このページの画像について許可なく画像の転用を行うことを禁止する



「ヘタになった」のではなく「社会が求めるものが変わった」ということ

王が統治する大国家の時代に
は、1点ずつの完成度よりも

均質で素早い大量生産が重視
されるようになった

形成期 チムー王国期

神殿での祭祀のための神聖な器
として、熟練した職人が1点ずつ
手間をかけて仕上げた

UMUTクントゥル・ワシ調査団

※このページの画像について許可なく画像の転用を行うことを禁止する



ボトルをふさぐのはもったいない。

土器の内面の情報が文明史研
究において重要であるという上
記の成果をふまえ、土器の接
合・展示の方法を工夫してきた。

クントゥル・ワシ博物館
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クントゥル・ワシ博物館
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自分の発掘資料
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写真 義井豊クントゥル・ワシ博物館

底部がなく自立せず、

本来の形がわかり
にくい土器

写真 義井豊

写真 義井豊
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2014年 クントゥル・ワシ博物館 20周年リニューアルオープン

研究の視点を展示デザインに活かしていく
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クントゥル・ワシ村においては、博物館の創設が呼び水となり、
水道、電気、派出所などの設備が整えられるなどして、村人たち
の紐帯を強める役割を果たしている。
博物館の運営に関して日本調査団は相談役にとどまり、実務は村
人たちの組織が進めている。

2014年 クントゥル・ワシ博物館 20周年リニューアルオープン
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型

レプリカ
1960

レプリカ
2012

コトシュ遺跡「交差した手」

UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


「蛇のレリーフ」
1997年発見、保存

のために埋め戻さ
れている。

村人であっても、当
時の作業員以外は
写真でしか知らない。

クントゥル・ワシ博物館は開館から20年以上が過ぎたが、発掘や
博物館運営に関わってきた村人たちの「土地に根ざした主観的歴
史観や記憶」をひとつの拠り所として運営は続いている。
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上半分のみ
東京で完成
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空輸

UTokyo Online Education 
学術俯瞰講義 2017 鶴見英成

CC BY-NC-ND
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地元の家具職人

台座
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藤井龍彦・国立民族学博物館名
誉教授による２００７年～0９年の
調査

・コトシュ遺跡に関して、高齢者を
主としたワヌコ市民から聞き取り
調査、小学生にアンケート調査。

コトシュ遺跡は知っていても、学
術的な知識は浸透していない。

・交差した手をめぐる混乱した言
説の流布

「手は金でできていた」

「手は日本に行ってしまった」

記念硬貨
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ワヌコ大学附属博物館

UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


当時のメンバー
大貫良夫東京大学
名誉教授の講演

ワヌコ県旗と
日本国旗
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除幕式はたいへん盛況で

あったが、その後の経過を
見る限り、

・休館が多い
・広報がさかんでない
・地元の人は行かない
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コトシュ遺跡は公園化され、
観光客は多数訪れる。

地元ワヌコ市の観光ガイドは

情報を求めて必ず展示をチェ
ックするだろう。

コトシュ遺跡の
附属博物館
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警備はされていな
いに等しく、希少な
展示物は置けない
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観光ガイド向け講習会 成果発表報告会

現地説明会遺跡博物館に写真パネル展示
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モバイルミュージアム

ワヌコの記憶
＠東京

東京大学総合研
究博物館が補完
する1960年代の
写真フィルム

東大の段ボール
箱を組み立てる
1966年の作業員
たち
写真 東京大学アンデス調査団

※この画像について許可なく画像の転用を行うこ
とを禁止する



「男の手」が発
見されたが、埋
め戻しのあとに
何者かが壊して
しまった

地元の人たちと
の和やかな会食

子供の怪我を手
当てする泉教授

市の有力者らを
招いての現地展
示会と埋め戻し
の式典

写真 東京大学アンデス調査団

※この画像について許可なく画像の転用を行うこ
とを禁止する



1963年、政府の

指示により壁か
ら切り取った「女
の手」は、いった
ん地元の高校で
保管し、継ぎ合
わせたのちに調
査団から市に引
き渡される取り
決めとなった。

写真 東京大学アンデス調査団

※この画像について許可なく画像の転用を行うこ
とを禁止する



60年代に発掘し

今日では都市
化で破壊されて
しまった遺跡を
紹介

1966年、壁から

切り取った「女
の手」を調査団
から市へ引き渡
した式典

写真 東京大学アンデス調査団

※この画像について許可なく画像の転用を行うこ
とを禁止する



発掘を訪れた人々
のコメントを残した
芳名録

「女の手」を壁から
切り取り、リマに運
ぶよう指示した政
府の文書

コトシュのあと日本
の考古学者は他の
地域で調査をして
いた

50年ぶりの再調査

交差した手レプリ
カの展示

写真 東京大学アンデス調査団
クントゥル・ワシ調査団

※この画像について許可なく画像の転用を行うこ
とを禁止する



東京大学総合研究博物館

特別展「最古の石器とハンドアックス――デザインの始まり」会期の2018年
1/28までは基本的に月曜休館、常設展のみのときは土日休館
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「古代アンデス文明展」
国立科学博物館 TBS 朝日新聞
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「古代アンデス文明展」
国立科学博物館 TBS 朝日新聞UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2017 鶴見英成 CC BY-NC-ND
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1990年3月、展覧会で鐙型ボトルと出会った

友枝ほか編 1989

アンデス文明研究の成果と課題
②博物館をめぐって おわり

出典記載のない図表は鶴見英成に属します
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著作権等の都合により

ここに挿入されていた画像を削除しま
した

友枝他『大アンデス文明展』図録
朝日新聞社1989年

著作権等の都合により

ここに挿入されていた画像を削除しま
した

友枝他『大アンデス文明展』図録
朝日新聞社1989年
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